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便知上聖如レ交レ語，莫レ道前賢但聞レ名。漢帝文花唐帝筆，擬二於陛下一蟻封平。（『本
朝麗藻』「偸見二御製一有レ感自以次二本韻一」具平親王）
「御製を拝見して，帝が史書をお読みになり，上代の賢人たちとお言葉を交わされたこ
とを知りました。先賢の名前しか聞いていないとおっしゃらないでください。漢や唐の皇
帝の文道隆盛は，陛下に比べれば，蟻塚ほど小さいものを治めたようなことで，追慕する
に足りないのです。」と一条天皇を慰めている。この漢詩の贈答から，一条天皇が儒教的
な理想政治を目指すために，中国の経書，歴史書，日本の歴史書などを熟読したことが分
かる。
道長は，頻繁に作文会を開くことで，一条天皇に真に認めてもらおうとしたのではない
だろうか。一条帝が目指す延喜・天暦の治は文人によって作られた。文人たちのイメージ
する聖代の定義は，文人を重視する帝と賢臣が作り出す治世であった。作文会を開くとい
うことは文道を重視することであり，文道重視の治世とは聖代の世ということである。作
文会で作られた漢詩文には，一条朝はまさに文道興隆な聖代であり，一条帝は聖帝，道長
は賢臣として詠まれていた。このように道長は文人たちに才能を発揮する場を与えたため，
讃えられてきた。
さらに，その讃える対象は息子の藤原頼通にも向けられる。匡衡は年末に頼通の書斎で
庚申を守り，その場で以下の詩序を作った。
彼伯禽之居レ周也。纔得二商子一而問レ礼。霍禹之在漢也。未レ知レ守二庚申一而言レ詩。
今之掩古不教而成者。（『江吏部集』「七言歳暮於二藤少侯書斎一守二庚申一同賦三明月照二
積雪一各分二一字一応レ教一首〈探得二庭字一并レ序〉」）
「周公旦の息子の伯禽が周にいたときも，このような功績はなく，ただ商子に礼について
聞いただけであった。霍光の子の霍禹が（若い年で謀叛をして殺されたため）いまだに庚
申を守って詩をつくることを知らなかった。頼通様が習わずに庚申の詩宴をお開きになり，
古代の（中国の摂関大臣の子供）より優れている」と述べた。
また，寛弘四（1007）年の夏，大江以言はまだ十六歳の頼通に伺候し，道長邸内の文亭
で他の文人たちと一緒に「泉伝万歳声」を題として詩を賦す。
於戯，魯公者，周公之嫡嗣也，霍禹者，霍光之長男也。（『本朝麗藻』「夏日陪二於員
外端尹文亭一，同賦二泉伝万歳声一詩一首。以レ遥為レ韻。并レ序。」大江以言）
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以言は戯れ事に紛れ，頼通を周公の長男と霍光の長男に喩えることで道長を褒めている。
その時，藤原為時もその場にいて，「漢主若知二家主意一，山声定愧水声遥」（『本朝麗藻』「同
前（「夏日陪二於員外端尹文亭一，同賦二泉伝万歳声一詩一首。以レ遥為レ韻。并レ序。」）と詠
みながら，漢の武帝の故事を踏まえて，頼通の志は武帝以上だと讃えている。
しかし，道長が頼通に行った教育は，明らかに周公の精神と程遠いものであった。道長
には自らが漢文学衰退の危機に立ち向かうという気概はなかった。道長にとって重要なこ
とは，一条帝の評価を得ることだった。そのために文道興隆の世に見えるようにすること
を意識していたと推測できる。道長は意図的に文人たちを利用して，自分を文道重視の賢
臣に造型しているように見受けられる。その時代に生きた紫式部は，真実の文人重視の世
ではない虚ろさに気づいていたのではないだろうか。
言わば現実の虚しい文化興隆を真実のものとするために，物語世界の中で夕霧の大学入
学というプロットを描き，光源氏に真の学問尊重の文治政治を創らせたのだと思う。時代
を変革する覚悟を持ち，光源氏は愚かな行為と受け止められかねないことを承知で，あえ
て唯一の息子夕霧を大学に入れたのである。当時の価値観を変えようとしたのだ。これは
周公が目指した人材重視に通じる行動である。
道長が主催した作文会は自身が学問重視の人材登用という政治改革を行うための行為で
はなく，延喜天暦を越える聖代を作りたいとする一条帝の思惑を考慮したものだった。し
かし，たとえポーズであろうとも，今まで日の目をみることのなかった文人達に作文会と
いう場を作ってくれたことだけでも学者たちに十分讃えられた。おそらく紫式部は道長の
作文会の風潮を知り，周公の人材重視のエピソードを夕霧教育という形に変えて，『源氏
物語』に生かしたのだと思われる。
まとめ
賢木の巻で，父の桐壷帝がなくなり，朱雀帝の御代で不公平な処遇を受けた時，光源氏
や頭中将は，自宅で詩文会を開いていた。不遇や不満を詩によって昇華するという姿勢は，
その場に集まってきた文人たちには共感されるものだった。
文など講ずるにも，源氏の君の御をば，講師もえ読みやらず，句ごとに誦じののしる。
博士どもの心にも，いみじう思へり。（「賢木」① pp.355）
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集まってきた人々が専ら光源氏を称賛する和歌や漢詩を作り続けていた。光源氏も不遇
な立場にいることで自負心が刺激されたのか，「文王の子武王の弟」と口ずさんだ。自分
を周公旦になずらえて，桐壺帝を文王に比し，朱雀帝を武王に比して，桐壺帝の子朱雀帝
の弟であることを誇った。
この詩文の会に参加した博士や，殿上人と大学寮の人等はみな学問によって生きてきた
人であり，おそらく朱雀御代で重用されず，不遇な人間ばかりであろう。この会で光源氏
はあたかも非主流のリーダーのように見える。朱雀朝の不遇の中で，光源氏は作文会を開
くことで，文人たちを自分の政治集団に引き込んだといえる。そして「澪標」以降，為政
者となった光源氏が行った政治改革が，公平な人事，そのための人材確保のための大学寮
の改革だった。当時の読者にとって，周公と伯禽は道長と頼通の文道重視を讃える表現と
して用いられていた。作文会を盛んに主催する道長の存在があったからこそ，文人たちは
道長を讃える意図で周公の故事を用い，結果この故事がクローズ・アップされた。文人た
ちが本当に望んでいたのは道長に，周公が行ったように真の人材重視の精神を持ってもら
うことであった。紫式部は現実には叶わないそのような理想世界を『源氏物語』の中に創
出したと言えよう。
付記 1
『源氏物語』本文の引用は，日本古典文学全集（小学館）により，括弧の内に巻名と頁
数を記す。その他の引用は，『江吏部集』の引用は『群書類従』第九輯（続群書類従完成会，
1980 年），『本朝文粋』は新日本古典文学大系（岩波書店，1992 年），『本朝麗藻』は『本
朝麗藻簡注』（勉誠社，1993 年）によった。
付記 2
本稿は，博士論文の一部を再考し，補筆修正を行った上でまとめ直したものです。また，
論文執筆にあたり，札幌大学田中幹子先生にご教示頂き，ここに厚く御礼申し上げます。
